
土砂変質抑制策の概念図

１．排砂ゲートから80m
３
/ｓ程度以上の放流により、堆砂面

　　上に水の流れを作り、酸素を多く含んだ水を８時間程度
　　供給することで、土砂変質を抑制する。
２．排砂ゲートからの放流水の濁りを緩和する措置として、

１．出し平ダムの土砂変質抑制策に伴い、ダム湖の濁りが 　　ダム貯水池の水を利用する。
　　長期化しないよう、貯水池の水を入れ替える。

排砂ゲートからの放流により

堆砂面上に水の流れを作り

E.L.325m（これまでの排砂実績では、この水位で

　　　　　　は排砂ゲートから土砂はほとんど出ない）

E.L.325m以下の貯水量は約80万m３である。

E.L.235m以下の貯水量は約680万m３、そのうち

　E.L.235mからE.L.225mまでの貯水量は約430万m３である。
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堆砂面上に水の流れを作り、酸
素を多く含んだ水を供給するこ
とで土砂変質を抑制する。 
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